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決意と挑戦を誓う春               副代表理事 原 亮  

題字 谷川俊太郎さん 

  宮城県内でも例年より早く桜が咲き、満開の桜の中

で新年度のスタートを切られた方も多いかと思いま

す。宮城県松島高等学校の入学式に来賓として参列し

て来ましたが、まだ袖の長い制服をまとった新入生た

ちの緊張した面持ちを目の当たりにして、彼らが安心

して羽ばたける地域社会を創り上げていきたいと、私

も決意を新たにしました。 

 そんな初々しい場面がある一方、私たちの社会は、

日々、災厄や社会環境の変化にさらされ続けていま

す。2020年から続いていたコロナ禍へ国の対処なども

変わり、暮らしや仕事に変化が生じた方もいらっしゃ

るでしょう。また、東日本大震災から12年が過ぎ、防

災意識が薄まっている、あるいは備え方がわからなく

なっているという声も耳にします。震災当時の宮城県

沿岸部を題材とした映画も複数封切りとなり、忘れて

はいけないことを問う人たちの叫びも聞こえてきま

す。 

 NPO法制定から25年。社会課題の解決にあたり、起

業支援の窓口に駆け込む人が増えている中で、支援の

仕方も変化が求められます。自由な市民社会を保ち続

けるために、受け継ぐべき過去とアップデートすべき

未来のそれぞれに目線を向けつつ、中間支援としての

挑戦を怠らず歩んでいきたいと思います。 

  第25回 通常総会のお知らせ  

日時：2023年6月17日（土） 

会場：仙台市市民活動サポートセンター 

   6階 セミナーホール 

   ※Zoomでのオンライン参加も可能 

2022年度事業報告・収支報告、2023年度事業計画

案・予算案を会員の皆様にお諮りいたします。 

会員の皆様には郵送にて資料をお届けいたしますの

で、今しばらくお待ちください。 

▲3/5(日)に仙台市内で開催された「みんなでニーズを出し合お

う！子育てファミリーのための地域の防災データとは？」（主

催：Code for SENDAIほか）。子育てファミリーの防災をテーマ

に、課題発掘とオープンデータ利活用についてワークショップを

行いました。 



  2020年度から始まった、仙台・宮城の社会課題の解

決策を「ともに考え、ともにつくる」ことを目指した

プラットフォーム「せんだい・みやぎソーシャルハ

ブ」。市民・企業・行政・専門家・大学など多セク

ターがそれぞれの課題感やスキル、リソースを持ち寄

り、情報共有や課題解決を考える場として、毎月1回、

情報交換会を実施しています。 

 2022年度は合計10回、のべ193名が参加し、実参加者

85名のうち初参加が45名と半数以上。さらに情報発信

を強化し、SNS上のグループは1年間で30％以上増えて

550名超えとなり、目標であった参画主体の拡大につな

がりました。また、隠れている課題の顕在化、予防的

取組みを検討する「レジデンスラボ」にも注力。居住

支援とプロボノ普及の二つをテーマに、すでに活動し

ている方からのヒアリング、市民が活動に参加するた

めの仮説の構築、課題の可視化に取り組みました。 

 今年度は、引き続きネットワークを広げるため、情

報交換会を継続していきます。さらにプロボノの普及

に関する取り組みを前に進め、活動の現場に、これま

でそのような活動に参加したことがなかった社会人が

参画できる仕組みをつくっていきます。 
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事業報告 
せんだい・みやぎソーシャルハブ 2022年度報告 

  ▲ 居住支援を検討する「ラボ」活動の一コマ 

 ボランティア体験会「ちょっとボランティア」を4

年ぶりに開催します。社会課題解決の現場の声を届

けるインターネット配信番組「いづいっちゃんね

る」で取り上げた団体のボランティアを体験。初回

の6月25日は仙

台市宮城野区

で子ども食堂

を開く「より

みちの会」で

す。事前に過

去の配信をみ

んなで視聴す

る「ちょボラ

シアター」も

併せて実施予

定です。 

 

仙台市市民活動サポートセンター 

 3月末に「Tagajo Sustainable Relationship（TSR） 

多賀城から、だれも取り残さない地域を目指し、持続

可能な関係性を探るための

報告書Vol.3」を発行しまし

た。2020～2022年度まで

に、NPO、自治会、企業、学

校、行政等の地域のみなさ

んと連携し進めてきた多文

化共生や防災の取り組みの

プロセスをまとめたもので

す。引き続き地域のさまざ

まな主体との連携を進めつ

つ、今年度は、未来を担う

世代の小中高生が地域の活

動に関わる機会の創出にも

取り組む予定です。 

 

▲万華鏡づくりを楽しむ親子(手前)とよりみ

ちの会代表の植村暢子さん(中央奥）ー2022

年5月「よりみちの会」子ども食堂にて 

多賀城市市民活動サポートセンター 

ちょボラシアター＋ちょボラ TSR報告書第3弾 

せんだい・みやぎソーシャルハブは、

毎月第3木曜の夜19時から開催。詳細

は右のQRコードからご確認ください 


